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令和８年度 藤枝市社会福祉協議会 事業計画 
 

 藤枝市社会福祉協議会は、誰もが支え合いながら、安心して暮らすことのできる

社会をつくるため、『共に支え合い 幸せあふれるまちづくり～笑顔で自分らしく暮

らし続けられるまちへ～』を基本理念とする「第６次藤枝市地域福祉活動計画（令

和８年度から同１２年度の５カ年計画）」（以下「６次計画」といいます。）に基づ

き、地域福祉を推進します。 

６次計画における４つの基本目標の実現に向け、令和８年度は、次の２つを重点

施策に掲げて、地域福祉活動や本会運営を展開し、地域住民、行政、市内の保健・

福祉・医療機関や福祉団体との相互連携により、住民同士が支え合う地域づくりを

進めていきます。 

 

 

共に支え合う地域づくりのための包括的な支援体制の強化
充実 
制度の狭間にある課題や介護、障害、子ども、生活困窮等の生活課題が複合化・多

様化し、分野別の支援のみでは対応が難しくなっている現状に対応するため、福祉サ

ービスの充実に努めるとともに、個人や世帯の抱える相談や困りごとを総合的に受け

止め、課題の解決に向けて、行政等との多機関協働による包括的な支援を進めます。 

 

【施策の方向性】 

① 孤独・孤立対策 

悩みごとや困りごとを一人で抱え込まず相談し、課題解決に向けた支援を受けられ

る体制を充実させます。地域内で支え合いや見守り体制が生まれるよう、世代や属性

を超えて交流し、活躍する機会の創出と充実を図ります。 

② 福祉サービスの充実 

住民が個々に必要とする福祉サービスを適切に受けられるよう、従来の福祉サービ

スの充実と、新たな需要への対応に努めます。 

③ 多機関協働による包括的支援 

複雑化・複合化している生活課題に対応するため、個人や世帯の抱える相談や困り

ごとを包括的に受け止め、課題の解決に向けて、多機関協働による包括的な支援を進

めます。 

 

 

重点施策１ 
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中期的な展望に立った組織運営 
少子高齢・人口減少が加速度的に進展し、社会構造が変革する中でも、「地域福祉

を推進する」という市社協の責務を果たし続けていく持続可能な組織づくりのため、

第１次中期経営計画（令和８年度から令和１２年度まで）に基づき運営基盤の強化に

努めます。 

 

【施策の方向性】 

①  計画的な人材育成と経営意識の醸成 

職員の資質向上のため、職階に応じた研修を計画的に実施するとともに、中堅・若

手を中心として全職員の経営意識の醸成を図ります。 

②  施設・設備の維持管理 

在宅福祉センター等の固定資産について、借地代などの固定費と各事業の収支見通

しなどを勘案し、必要な時期に適切な施設の修繕や整備が行えるよう計画的に資金の

確保と研究を行います。 

③  財政経営の安定化 

健全な財政経営のため、支出の見直し、削減に努めるとともに、基金の積み立てや

大規模支出の執行を計画的に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点施策２ 
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基本目標１ 交流とつながりを深める地域をつくる 

支える側と支えられる側に分かれるのではなく、誰もが、時に支え、時に支えられる互

いに支え合う地域をつくるため、住民の福祉に関する理解や関心を深めるとともに、地域

福祉の基礎となる地域での人と人のつながりの強化に努めます。 

 

基本方針１－１  共に支え合う意識づくり 

施策１ 福祉教育の推進                サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

学校における福祉

教育の推進 

①福祉教育実践校事業 

②福祉教育実践校連絡会 

①通年 

②５・２月 

（福祉教育実践

校教員） 

1,121千円 
(共同募金) 

地域講師の活動 

支援 

学校及び地域講師が共通認識を持って福祉

教育を進められるよう、情報交換を行うた

めに、福祉教育実践校と合同で連絡会を実

施するとともに、新たな地域講師の発掘を

行う。 

５月 

（実践校と合同） 

（地域講師） 

大人のための福祉

講座 

住民（社会人）に対する福祉教育の機会と

して、講演会等を実施する。 

７月 

（住民） 

189千円 
(会費、共同募金) 

中高生福祉体験 

事業（夏スぺ☆

THE☆ふくし） 

中学生・高校生が身近な福祉に触れること

で、福祉に対する理解や関心を深めるとと

もに、地域にあるさまざまな課題に対して

主体的に行動できる力を養っていくことを

目的に講座を実施する。 

７月 

（市内在住・通

学中の中高校

生） 

134千円 
(会費、共同募金) 

障害のある人への

理解を深めていく

福祉教育 

障害に対する理解者を増やし、支え合うこ

とができる地域共生社会の実現のため、障

害者サポーターの養成や地域住民との交流

会の開催、障害者理解のために作成した動

画を活用し、福祉教育を推進する。 

通年 

（住民） 

150千円 
(会費、共同募金、

助成金) 

福祉教育推進委員

会 

住民が地域福祉に関心を持ち、課題解決に

向けて参加できる主体性を育むために重要

である福祉教育を効果的に推進していくた

めに、福祉教育の意義や目的を再確認し、

今後の方向性を明確にするために委員会を

開催する。 

７・９・11・ 

１月 

（住民） 

398千円 
(会費、共同募

金、助成金) 
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施策２ 福祉に関する啓発、情報発信          サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

広報・啓発事業 

①ふじえだ社協だよりを年４回発行する。 

②ホームページ管理、プレスリリース 

③声の広報・点字の広報発行事業 

ボランテイア団体の協力を得て、視覚障

害者にも情報を届けられるよう、声の広

報や点字の広報を発行する。 

 ※広報ふじえだ、藤枝市議会だより、 
  ふじえだ社協だより 

④ 市 社 協 公 式 LINE 、 Facebook 、

Instagram を活用した SNS での情報発

信を行う。 

⑤各地区のふれあいまつりに参加し、活動 

PR を行う。 

①５・9・１・３月 

（住民） 

 

②④通年 

（住民） 

 

③通年 

（視覚障害者等） 

 

⑤11月 

（住民） 

①②④ 

3,304千円 
(会費) 

 

③ 

953千円 
(共同募金、委

託費） 

 

⑤ 

230千円 
(会費) 

 

 

基本方針１－２  地域のつながりの強化 

施策１ 地域交流の促進                サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

地区社協活動への

支援 

地区社協活動の推進に必要な活動資金を助

成する。 

①地区社協運営助成金 

②地区社協地域福祉活動事業助成金 

・福祉推進事業 
・地域福祉懇談会 
・ふれあいまつり 
・地区社協実行組織をつなぐ事業 

・実行組織活動助成 

通年 

（各地区社協、住

民） 

10,595千円 

(会費、補助金、

共同募金) 

地区社協活動の 

体制強化支援 

①「企画委員会機能」の強化支援を行う。 

・企画委員会にオブザーバーとして参加 

②各地区社協の行動目標・行動方針を周知、

進行管理支援を行う。 

通年 

（各地区社協、住

民） 

136千円 
(会費、共同募

金) 

地域福祉アドバイ

ザー 

専門的見地からの助言を得て、地域福祉の

推進を効果的に行うとともに、職員のスキ

ルアップを図る。 

①地区社協役員連絡会 

②地区担当職員相談会 

①年２回 

（各地区社協） 

②随時 

（担当職員） 

200千円 
(助成金、共同

募金) 
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包括的な支援強

化・拡充事業【重】 

①コミュニティソーシャルワーカーによる

個別支援・地域づくり支援 

地域住民が抱える複合的な生活課題に 

対し、関係機関や住民と連携しながら、 

その解決の支援を行い、地域・全体の 

福祉の向上に繋げる。 
通年 

（住民） 

 

 

②参加支援の推進・アウトリーチ等を通じ

た継続的支援の推進 

複雑化・複合化した支援ニーズを抱え

ながらも必要な支援が届いていない人

や、支援につながることに否定的な人

などを対象に訪問等を実施し、積極的

に本人に働きかけ情報・支援を届ける。 

＊藤枝市重層的支援体制整備事業実施計画 

15,610千円 
(受託金) 

 

 

施策２ 居場所づくりの推進              サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

ふれあいサロンへ

の支援 

高齢者や子育て中の親子などが、居住する

生活圏の中で気軽に参加できる地域の“集

いの場”“つながりづくりの場”であるサロ

ンの立上げや継続運営の支援を行う。連絡

会や活動者対象の講座、活動しているサロ

ンの属する地区社協や実施団体へ助成を行

う。 

通年 

（住民） 

5,500千円 
(会費、補助金、

共同募金) 

ふれあい会食会へ

の支援 

一人暮らし高齢者等を対象に実施する会食

会の継続運営の支援を行う。実施する地区

社協に対し助成を行う。 

通年 

（住民） 

1,000千円 

(会費、補助金) 

みんなの居場所へ

の支援 

子どもから高齢者まで、誰もが集える居場

所を実施する団体に対し、活動費の助成を

行うとともに、立ち上げや継続運営の支援

を行う。 

通年 

（住民） 

1,315千円 

(会費) 

子ども食堂への支

援 

子ども食堂を運営する団体に対して、広

報・啓発の支援を行う。 

通年 

（住民） 

60千円 

(共同募金) 
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夕方以降の居場所

事業 

（夕焼けサロン） 

日中の活動後に集まり、共に夕食を作った

り、他者との会話を楽しむ居場所を開催す

る。また、ボランティアや協力団体等を募

り、活動を支えていただくとともに、支援

者をつなぐ場としても実施する。 

年 11 回：毎月第

２金曜日 

（住民） 

261千円 

(会費、共同募

金、助成金) 

土曜日の居場所事

業 

（まるっとカフ

ェ） 

夕方以降の居場所参加者等からのニーズを

踏まえ、土曜日の居場所を実施する。 

また、「まるっと相談会」と同時開催し、日

頃の困りごとの相談の場として体制を整え

る。 

年６回：隔月開催 

（住民） 

63千円 

(会費) 
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基本目標２ 誰もが安心して暮らせる地域をつくる 

年齢や障害の有無等にかかわらず藤枝に住む誰もが、住み慣れた地域で安心して暮らし

続けられるよう、防犯・防災対策を推進するとともに、孤立対策や権利擁護を推進します。 

施策１ 見守り活動の推進               サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

ふれあいサロンへ

の支援 
【再掲（P5）】   

ふれあい会食会へ

の支援 
【再掲（P5）】   

みんなの居場所へ

の支援 
【再掲（P5）】   

子ども食堂への支

援 
【再掲（P5）】   

夕方以降の居場所

事業 

（夕焼けサロン） 

【再掲（P5）】   

土曜日の居場所事

業 

（まるっとカフ

ェ） 

【再掲（P5）】   

 

施策２ 相談機会の充実                サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

【拡充・重点】 

まるっと相談会事

業 

 

高齢、障害、子育て、生活困窮等、あらゆ 

る相談を受け止める場として相談会を実施 

する。併せて、居場所や介護予防講座を同 

時開催するとともに、閉じこもりがちな高 

齢者の社会参加を促進するため、移動手段 

のない高齢者の送迎を行う。 

隔月 
77千円 

（受託金） 

藤枝市基幹相談支

援センター事業 

障害者相談支援事業 

（市委託事業） 

障害者（児）の自立した生活を支え、障害 

者（児）の抱える課題の解決や適切なサー 

ビス利用に向けて、ケアマネジメントによ 

りきめ細かく支援するため、行政及び市内 

の法人と協働して実施する。 

通年 

7,692千円 
(受託金、補助

金) 

 

基本方針２－１  孤立対策の推進 
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生活支援体制整備

事業 

（市委託事業） 

市からの委託により、第２層生活支援コー

ディネーターを配置し、日常生活圏域で地

域住民のニーズを把握、助け合いのネット

ワークを築き、新たな資源の開発を通じて

住民同士の支え合い活動を促進する。 

通年 

（住民） 

29,790千円 
(受託金) 

※生活支援体

制整備事業 

 

施策３ 早期発見・早期対応の推進           サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

【重点】 

包括的な支援強

化・拡充事業 

【再掲（P４）】   

 

 

施策 防災・減災対策の推進（６次計画 施策３）   サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

藤枝市災害ボラン

ティアセンターの

運営 

①災害ボランティアセンターの運営訓練 

②災害ボランティア活動用資機材の整備 

③災害ボランティアセンター運営連絡会 

①１０月 

（地区社協、住民） 

②通年 

③年１回予定 

46千円 
(共同募金） 

災害支援ネットワ

ークの構築 

発災時に多様な支援団体が連携し、生活再

建に向けて活動できるよう平時からつな

がることのできる仕組みを構築する。 

①連絡会 

②各団体との情報共有システムの構築 

③各団体への支援 

①６月 

②③通年 

113千円 
(共同募金） 

 

 

基本方針２－３ 人にやさしいまちづくり 

施策１ ユニバーサルデザインの推進          サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

声の広報・点字の広

報発行事業 
【再掲（P4）】   

 

 

 

 

 

 

基本方針２－２  防犯・防災対策の推進 
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施策２ 権利擁護の推進（６次計画 施策６）  サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

成年後見支援セン

ター事業 

①中核機関として成年後見制度に関する

専門的な相談に応じる。講演会等を実施

し、権利擁護支援、成年後見制度の理解

促進に努める。 

②権利擁護の個別支援として、権利擁護検

討会議（月１回）及び司法書士による権

利擁護相談（月１回）を開催する。 

＊藤枝市成年後見制度利用促進基本計画 

通年 

（認知症高齢者、

知的障害者、精神

障害者等判断能

力が不十分な人

とその支援者） 

19,117 千円 
(受託金) 

※成年後見事業 

市民後見人育成事

業 

①第 10 期市民後見人養成講座 

藤枝市・焼津市・島田市・川根本町の３

市１町で連携し、市民後見人の養成を行

う。市民後見人候補者名簿登録者等に対

し、フォローアップ研修を行う。 

②後見監督人の受任 

市民後見人が活動を開始する際は後見

監督人を受任し、活動をサポートする。 

＊藤枝市成年後見制度利用促進基本計画 

①7～10 月 

（市民後見人と

して活動する意

欲があり、講座受

講、面接等に合格

した人） 

②通年 

法人後見事業 

障害等の特性に応じた支援が求められる

ケースや複数の課題を抱えたケース等、個

人受任が難しいケースを法人で受任する。 

また、市民後見人への移行を前提としたケ

ースの受任をする。 

通年 

（認知症高齢者、

知的障害者、精神

障害者等判断能

力が不十分な人

で法人後見対象

者） 

1,081千円 
(助成金、利用

料） 

※法人後見事業 

日常生活自立支援

事業 

県社協の委託により、判断能力の不十分な

人が自立した生活を送れるよう、福祉サー

ビスの利用援助等を行う。 

通年 

（認知症高齢者、

知的障害者、精神

障害者等判断能

力が不十分な人） 

4,554千円 
(受託金、利用

料) 

※福祉サービス

利用援助事業 
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基本目標３ 福祉の基盤をつくる 

住民が個々に必要とする福祉サービスを適切に受けられるよう、利用者のニーズに対応

したきめ細やかな福祉サービスの充実に努めます。また、8050問題をはじめとして、老

老介護やダブルケアなど複雑化・複合化している生活課題に対応するため、個人や世帯の

抱える相談や困りごとを包括的に受け止め、課題の解決に向けて、多機関協働による包括

的な支援を進めます。 

 

基本方針３－１  社会参加しやすい環境づくり 

施策１ 障害のある人が地域で安心して暮らせる社会の実現 サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

【新規・単年】  

医ケア児等受入環

境整備事業 

医療的ケアが必要な利用者の受け入れ行う

ため、その環境を整備する。 

４～５月 

（障害児） 

1,200千円 

（一般財源） 

 

施策２ 高齢者の生きがいづくり サービス区分：老人福祉センター藤美園事業 

                  生きがいデイサービスセンター藤の里事業/きすみれの里事業 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

老人福祉センター

「藤美園」の運営 

高齢者の生きがい対策の拠点として、健康

の増進、教養の向上、適切な施設管理、趣

味の講座開催に努めるほか、各種生活相談

などにも応ずる。また、さわやかクラブふ

じえだの運営の支援、事業への協力を行う。 

通年 

（高齢者） 

24,699千円 

（市補助金、事

業収入） 

生きがい対応型デ

イサービスセンタ

ー「藤の里」・「き

すみれの里」の運

営 

介護保険の要介護・要支援等に該当しない

高齢者を対象に、健康体操やレクリエーシ

ョン活動、野外活動を行うことにより、自

立生活の助長や社会的孤独感の解消、心身

機能の維持向上を目指す。また、事業対象

者及び要支援１、２の方を対象に緩和基準

通所型サービス事業を行う。 

通年 

（高齢者） 

36,875千円 

（受託金、利用

者負担金） 

 

施策３ 子育てと仕事の両立支援     サービス区分：１７クラブ・児童クラブ事務費事業 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

放課後児童クラブ

の運営 

保護者が就労等の事由で昼間不在となる家

庭の小学生を対象とし、児童の健全育成を

図ることを目的に、公設民営で実施されて

いる２９放課後児童クラブの運営を行う。 

通年 

（小学生） 

511,168千円 

（受託金、利用

料） 
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施策４ 移動支援の充実                サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

【新規】 

福祉有償運送事業 

要介護認定を受けた人や障害のある人で、

移動手段を確保することが困難な人の社会

参加を支援するため、福祉有償運送事業を

実施する。 

8 月 

（介護認定者 

・障害者） 

796千円 

（市補助金、助

成金、利用料） 

地域支え合い出か

けっ CAR サービ

ス事業の支援 

（市委託事業） 

市から委託を受け、地区社協などが実施す

る地域支え合い出かけっ CAR サービス事

業に使用する車両の調達、管理、保険契約

等を行う。 

通年 

（住民） 

6,082千円 
(受託金) 

※地域福祉活動

事業 

車いす貸出事業 

病気やケガなどで一時的に歩行が困難にな

った人の外出を支援するため、車いすの貸

出を行う。 

通年 

（住民） 
 

移動支援事業 

屋外での移動に困難がある障害者（児）に

対し、自立生活及び社会参加を促すため移

動支援を行う。 

通年 

（障害者（児）） 
 

 

 

基本方針３－２  福祉サービスの充実 

施策１ 生活困窮者支援の充実             サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

各種資金貸付事業 

市自立生活サポートセンターに併設した社

協サテライトにおいて資金の貸付を行い、

経済的自立と生活意欲の助長促進を図る。

〔小口資金、高額療養費、生活福祉資金（県

社協取次）等〕 

通年 

（低所得世帯、高

齢者世帯、障害者

世帯等） 

9,860千円 
(償還金等) 

※資金貸付事業 

年越し支援金事業 
市民税非課税世帯など生活困窮世帯の年越

し資金として支援金を分配する。 

１２月 

（生活困窮世帯） 

5,500千円 
(共同募金) 

※相談活動事業 

ふじえだ暮らしを

つなぐ支援事業 

生活困窮者等が地域で自立した生活を送る

ことができるよう、多機関と連携しながら

暮らしの環境を整えるための支援（自転車

購入等の助成）を行う。 

通年 

（生活困窮世帯） 

500千円 
(共同募金) 

※福祉支援活動

事業 

家計相談事業 

（市委託事業） 

市からの委託により、市自立生活サポート

センターにおいて、生活困窮者の家計相談

対応等を行う。 

通年 

（住民） 

3,589千円 

(受託金) 
※生活困窮者自

立相談支援事業 
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施策２ 障害者支援の充実               サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

放課後等デイサー

ビス 

「社協ルピナス」

の運営 

就学している障害のある児童・生徒を対象

に、放課後や休業日に生活能力のため必要

な訓練、社会との交流促進を通じて、子ど

もの状況に応じた発達支援を行う。また、

医療的ケアが必要な利用者の受け入れ行う

ため、その環境を整備する。 

通年 

（障害児） 

33,692千円 

(事業収入、利

用者負担金) 

 

※放課後等デイ

サービス事業 

生活介護事業所

「ポップライフ」

の運営 

重度心身障害者が多くの人々や社会とふれ

あい、楽しい生活が送れるよう、また医療

的ケアの充実を図りながら、入浴・食事の

提供、機能訓練、創作活動等のサービスの

提供を行う。 

通年 

（障害者） 

102,969千円 

(事業収入、利

用者負担金) 

 

※生活介護事業 

指定特定相談支援事業 

指定一般相談支援事業 

障害児相談支援事業 

障害のある方の基本相談やサービス等利用

計画の作成、モニタリングの実施、サービ

スの利用調整、他機関連携を通じた支援チ

ーム形成等を行い、障害者（児）の自己実

現に近づける支援を行う。 

通年 

障害者（児） 

37,811千円 

(事業収入、受

託金) 

 

特定相談支援

事業（特定・

一般）障害児相談 

支援事業 

障害福祉サービス事業 

心身の特性を踏まえて、その有する能力に

応じ自立した日常生活を営むことができる

ようサービス等利用計画に基づいてサービ

ス提供を行う。 

通年（障害者） 

  （障害児） 

26,766千円 

(事業収入、受

託金) 

 

障害福祉居宅

サービス事業 

 

施策３ 地域包括ケアシステムの推進          サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

安心すこやかセン

ター（地域包括支

援センター） 

（市委託事業） 

青島地区の高齢者の総合相談、健康づくり、

介護予防、権利擁護などについて、さまざ

まな機関や団体と連携して支援を行い、高

齢者福祉の充実を図る。 

通年 

（高齢者） 

45,566千円 

(事業収入、受

託金) 

※地域包括支援 

センター事業 

 

成年後見支援セン

ター事業 
【再掲（P7）】   

生活支援体制整備

事業 
【再掲（P6）】   

コミュニティソー

シャルワーカーに

よる個別支援・地

【再掲（P4）】   
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域づくり支援事業 

施策３ 包括的な支援の充実（６次計画 施策６）    サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

【重点】 

包括的な支援強

化・拡充事業 

【再掲（P４）】   

 

その他 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

訪問介護事業 
要支援者や要介護者に身体介護や生活援助

のサービスの提供を行います。 
通年 

11,057千円 
(事業収入) 

 

※

訪問介護事業 

居宅介護支援事業 

介護保険法に基づき、利用者が住み慣れた

地域で自立した生活を継続できるよう、公

正中立な立場で適切なケアマネジメントを

実施する（ケアプランの作成）。 

地域ケアシステムの中で医療との連携をは

じめとする多職種協働に努める。 

通年 

28,466千円 
(事業収入) 

 

※居宅介護支

援事業 
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基本目標４ 地域福祉の担い手をつくる 

少子高齢化などにより担い手不足が懸念される中でも、地域活動やボランティア活動が

持続的かつ活発に行われる地域をつくるため、地域福祉やボランティアの担い手などを育

成するとともに、多様な主体が活躍できる環境づくりを推進します。 

 

基本方針４－１  地域福祉の担い手の確保 

施策１ 地域福祉の担い手の確保            サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

福祉教育の推進 【再掲（P3）】   

各種資格の現場実

習受入 

将来、福祉関係の資格取得を目指す学生の

現場実習の受け入れを行う。 

通年 

（福祉資格の取

得を目指す学生） 

 

 

施策２ ボランティア人材の確保            サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

各種ボランティア

講座の開催 

①話し相手ボランティア養成講座 

外出困難な人の自宅等を訪問し、話し相

手となるボランティアを養成する。 

①11月 

（住民） 

280千円 
(補助金、共同

募金) 

 

 

基本方針４－２  多様な主体による地域福祉活動の活性化 

施策１ ボランティア活動の推進            サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

ボランティアセン

ター事業 

ボランティアに関する相談やコーディネー

トを行うほか、講座や交流会の開催及び活

動を支援する情報提供を積極的に行う。 

通年 

（住民） 
601 千円 

(会費、補助金) 

ボランティア保険 
ボランティア活動者へ保険加入の意識啓発

及び促進を図る。 

通年（ボランティ

ア活動者） 

 

施策２ 地域福祉活動の促進              サービス区分： 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

生活サポートサー

ビス「キー坊大縁

日常生活を送るうえで支援を必要とする利

用会員に対し、地域のサポーターがちょっ

通年 

（高齢者、障害

380千円 
(会費、補助金) 
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隊」 としたお手伝いを有償で提供する。 者、けがをした人

等） 

ふじえだ生き生き

助成金 

ボランティア団体や福祉団体等が行う地域

福祉を推進する事業に助成する。 
５月（住民） 

859千円 
(共同募金) 

その他の福祉活動 

各種福祉施設を管理運営し、住民にとって使いやすい施設となるようサービスの向上に

努めていきます。 

 

１）老人福祉センター「藤美園」の運営（再掲） 

サービス区分：老人福祉センター藤美園事業 

高齢者の生きがい対策の拠点として、健康の増進、教養の向上、適切な施設管理、趣

味の講座開催に努めるほか、各種生活相談などにも応ずる。また、さわやかクラブふじ

えだの運営の支援、事業への協力を行う。 

 

２）生きがい対応型デイサ－ビスセンター「藤の里」・「きすみれの里」の運営（再掲） 

サービス区分：生きがいデイサービスセンター藤の里事業/きすみれの里事業 

  介護保険の要介護・要支援等に該当しない高齢者を対象に、健康体操やレクリエーシ

ョン活動、野外活動を行うことにより、自立生活の助長や社会的孤独感の解消、心身機

能の維持向上を目指す。また、事業対象者及び要支援１、２の方を対象に緩和基準通所

型サービス事業を行う。 

 

３）藤枝市福祉センター「きすみれ」の運営    

サービス区分：福祉センターきすみれ事業 

  センターの貸館及び管理・運営と併せて、住民の福祉の活動拠点となるよう施設の  

周知に向けた積極的な PR や、地域と連携した福祉の啓発事業「フェスタきすみれ」を

はじめとした各種自主事業を開催する。 

 

４）放課後児童クラブの運営（再掲） 

サービス区分：１７クラブ・児童クラブ事務費事業 

  保護者が就労等の事由で昼間不在となる家庭の小学生を対象とし、児童の健全育成を

図ることを目的に、公設民営で実施されている 29放課後児童クラブの運営を行う。 

 

５）共同募金運動の実施 

  赤い羽根共同募金の助成制度の周知、福祉施設等からの助成申請の一部受付、歳末た

すけあい募金による要援護世帯への支援を行う。また、共同募金活動が誰でもできる福

祉活動であること等、その意義の周知啓発を進める。 
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法人組織体制の強化 

サービス区分：法人運営事業 

事業名 主な内容 予定時期（対象） 予算（財源） 

理事会 

事業計画や予算等の重要な方針を決定する

機関で、定期的に会議を開催し事業運営へ

の参画を推進する。 

6･９･12･3 月

（理事会） 

９８５千円 

（会費） 評議員会 理事会の執行を監視、監督する。 
6･12･3月 

（評議員） 

事業・会計監査 監事による内部監査を実施する。 ５・11 月 

法人改善計画 

組織のガバナンス強化や透明性の向上を図

る。法人改善計画に基づき、公認会計士等

専門家の支援を受け、改善を図る。 

通年 

716千円 

（一般財源） 

地域福祉活動計画 

令和８年４月から令和１３年3月までの５

年間を計画期間とする第６次地域福祉計

画・地域福祉活動計画の進捗管理を行う。 

通年 

懇話会 

（７･２月） 

３５千円 

（一般財源） 

中期経営計画 

中堅・若手職員経営高度化研究事業【新・

重】を実施し、職員の経営意識の醸成と共

に令和８年４月から令和１３年３月までの

５年間を計画期間とする中期経営計画（持

続可能な組織運営に向けて、市社協の使命

や経営理念を明確にし、人材、組織、財政

運営の３つの観点から法人運営の方針を定

めたもの）の進捗管理を行う。 

通年 
101千円 
（一般財源） 

 


